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　2007年11月12日、(独)宇宙航空研究開発機構
（JAXA）は、月周回衛星「かぐや（SELENE）」
が月の裏側の重力場の直接観測に世界で初めて成
功したと発表した。
　地球や月の重力場は、極軌道等を周回する衛星
の運動を観測することで推定できる。周回衛星の
軌道は楕円軌道で近似できるが、地下の物質の密
度分布が一様でないため、衛星の軌道は楕円から
ずれ、このことから、重力場を求めることができる。
　月は自転周期と公転周期が同期しているため、
地球に対する月の表裏は固定されており、一般に、
衛星が月の裏側にいるとき、地上から衛星が見え
なくなってしまい、その運動を観測することがで
きない。従来は、月の裏側の重力場について、衛
星が表側にいる時の観測データのみから求めてい
たため、十分な精度が得られなかった。
　極軌道(高度約100km)で月を周回する｢かぐや
（SELENE）｣主衛星が月の裏側にいる時、楕円軌
道(遠月点高度約2400km×近月点高度約100km)
で月を周回する子衛星「おきな」（リレー衛星）が、
地上の臼田宇宙空間観測所（長野県佐久市）と主
衛星との間の信号を中継する「4ウェイドップラー
観測」（図表参照）と呼ばれる手法を用い、地上局
が送信し、主衛星が折り返し送信してきた信号が、
主衛星の運動のため、元々の周波数からずれるこ
と(ドップラーシフト)を利用して、主衛星の軌道
を決定することにより、月の裏側の重力場が求め
られる。なお、｢おきな｣は2007年10月9日、主
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　月周回衛星「かぐや（SELENE）」が月の裏側の重力場の直接観測に世界で初めて成功した。月は自転周期と
公転周期が同期しているため、地球に対する月の表裏は固定されており、一般に、衛星が月の裏側にいる時は
その運動を地上から観測することができない。そのため、月の裏側の重力場について、従来の観測では十分
な精度が得られなかった。「かぐや」では、極軌道(高度約100km)で月を周回する主衛星が月の裏側にいる時、
楕円軌道(遠月点高度約2400km×近月点高度約100km)で月を周回する子衛星｢おきな｣が、地上の臼田宇宙
空間観測所（長野県佐久市）と主衛星との間の信号を中継する「4ウェイドップラー観測」と呼ばれる手法を用
いて、月の裏側の重力場データを取得する。｢かぐや｣は月表面の元素分布、地形･表層構造、重力場、磁場等
を詳細に観測する計画で、月の裏側の地下構造のほか、月の誕生と進化などのさまざまな科学的謎が解明さ
れるものと期待される。
トピックス8　月周回衛星「かぐや」による月の裏側の重力場の直接観測
衛星から分離され、また「かぐや」主衛星は10月
18日、高度約100kmの周回軌道に投入された。
　月は、海と呼ばれる平らな地形が表側だけに広
く分布しており，月の表側と裏側とでは表面の構
造に大きな違いがある。｢かぐや｣によって月の裏
側の重力場が直接観測できるようになったため、
月の裏側の地下構造の解明にも着手できる。
　｢かぐや｣は、ハイビジョンカメラによる月面の
撮影にも成功し、その後、ハイビジョンカメラに
よる｢地球の出｣、｢地球の入り｣の撮影にも成功し
ている。｢かぐや｣は、今後、月表面の元素分布、
地形･表層構造、重力場、磁場等を詳細に観測する
計画である。取得された観測データから、月の誕
生と進化等のさまざまな科学的謎の解明がなされ
るものと期待される。
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